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人口と世帯 

5月31日現在 

こ
の
木
と
と
も
に
 五
所
川
原
に
根
を
お
ろ
し
 

大
樹
に
育
ち
た
い
…

・
・二
人
で
 

五
月
三
十
一
日
、
狼
野
長
根
公
園
で
市
民
植
樹
祭
が
行

わ
れ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
白
樺
、
ム
ク
ゲ
な
ど
百
三
十
四
本

の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
植
樹
祭
は
「
聞
こ
え
ま
す

か
 
森
の
声
」
を
テ
ー
マ
に
緑
化
思
想
の
普
及
と
緑
に
親

し
め
る
場
所
を
増
や
す
目
的
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
ス
コ

ッ
ブ
や
鍬
を
手
に
し
苗
木
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
年
春
に
結
婚
し
た
五
組
の
新
婚
夫
婦
も
結
婚

記
念
樹
と
し
て
ケ
ヤ
キ
を
植
樹
し
、
記
念
の
ブ
レ
ー
ト
を
 

取
り
付
け
ま
し
た
。
 

、ーし 
5 月 7日に結婚した杉野森広幸さんと美記子さん 

「結婚記念として毎可 見に来ようと思っています 2 人

で仲良く長生きしたいですね。そのためにも、住んでよ

かったと思う五所川原にしなければと思っています」 

発行 五所川原市役所／編集 総務課 〒037-8686 五所川原市字岩木町12番地 費（代）35-211l番 
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六
月
一
日
、
市
役
所
市
長
公
室
で
 

「住
民
票
等
郵
便
サ
ー
ビ
ス
並
び
に

わ
が
ま
ち
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
協
力
に
関
す
る
覚
書
調
印
式
」
 

が
行
わ
れ
、
市
役
所
と
五
所
川
原
市

内
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
含
む
市

内
十
三
e
各
郵
便
局
）
間
の
サ
ー
ビ
 

ース
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
こ
れ
ま
で
住
民
票
な

ど
直
接
市
役
所
・
支
所
に
出
向
か
な

け
れ
ば
入
手
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
 

六
月
一
日
か
ら
は
東
北
管
内
の
郵
便

局
の
窓
口
に
備
え
付
け
た
交
付
申
請

書
を
利
用
し
郵
便
に
よ
る
入
手
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
内
郵
便
局
内
に
ポ
ス
タ
 

ー
、
広
報
紙
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
掲
示

し
市
の
情
報
が
随
時
提
供
さ
れ
ま
す
。
 

郵
便
請
求
が
で
き
る
も
の
 

住
民
票
の
交
付
〔
本
人
、
又
は

本
人
と
同
一
世
帯
の
方
の
住
民
票

の
請
求
の
場
合
の
み
〕
 

戸
籍
の
謄
本
、抄
本
の
交
付
呆

人
、又
は
そ
の
配
偶
者
、直
系
尊
属
 

（
父
母
、祖
父
母
等
」
若
しく
は
直

系
卑
属
（子
、孫
等
」
の場
合
の
み
〕
 

公
的
年
金
受
給
者
の
現
況
届
 

〔
本人
、
又
は
同
一
世
帯
の
方
の

証
明
を
請
求
す
る
場
合
の
み
〕
 

市
内
の
高
橋
友
子
さ
ん
と
鶴
田
町

の
菊
池
由
利
子
さ
ん
の
主
婦
二
人
の

ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
 「サ
エ
ラ
」
 
が

北
海
道
苫
小
牧
市
白
鳥
ァ
リ
ー
ナ
で

開
か
れ
た
 
「と
ま
こ
ま
い
市
制
五
十

周
年
記
念
『
T
A
K
I
o
 
T
o
M
 

A
K
o
M
A
I
 
FE
s
T
A翌
」
 

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、
成
田
市

長
を
五
月
二
十
六
日
、
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
 

五
月
十
日
に
行
わ
れ
た
同
フ
エ
ス

タ
に
は
六
十
七
組
の
応
募
が
あ
り
、
 

ビ
デ
オ
審
査
を
通
過
し
た
十
三
組
が

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
熱
演
、
サ
エ
ラ
は

高
橋
さ
ん
の
作
詞
作
曲
し
た
オ
リ
ジ
 
 

ナ
ル
曲
 
「
北
の
街」
を
歌
い
最
高
賞

の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
 「受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
文
化

活
動
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
 
と
励

ま
し
、サ
エ
ラ
の
一
一人
は
「私
た
ち
の

活
動
を
み
て
、
何
か
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
女
性
の
励
み
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
」
 と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。
 

受
賞
曲
の
「
北
の
街
」
c
D
完
成

を
記
念
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
 

サ
エ
ラ
・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ツ
ク
 

コ
ン
サ
ー
ト

9
8
 

7
月
4
日
出
 
弘
前
中
三
ス
ペ
ー
ス
 

ア
ス
ト
口
 

7
月
7
日
因
 
青
森
市
民
文
化
ホ
ー
 

レ
 

ワ
月
1
1日
出
 
ォ
ル
テ
ン
シ
ア
 

全
会
場
 
開
場
 
1
8時
3
0分
 

開
演
 
1
9時
 

チ
ケ
ッ
ト
 
￥
2

，〇
〇
〇
 

（当
日
券
 
￥
2
,3
o
o
)
 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
 

タ
力
ョ
楽
器
云

3
4
 2
3
1
1
)
 

中
三
 

（
容3
4
 3
1
3
1
)
 

《
 

市
議
会
在
職
三
十
年
の
 

特
別
表
彰
 

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
 

元
市
議
会
議
長
の
 

山
口
徳
ニ
さ
ん
 

元
五
所
川
原
市
議
会
議
長
の
山
口

徳
二
さ
ん
（
六
九）
が全
国
市
議
会
議

長
会
（
藤川
智
美
会
長
）
から
こ
の
ほ

ど
市
議
会
議
員
在
職
三
十
年
の
特
別

表
彰
を
受
け
ら
れ
五
月
二
十
八
日
、
 

斉
藤
一
郎
議
長
か
ら
表
彰
状
を
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は
、
昭
和

四
十
二
年
に
初
当
選
し
て
以
来
、
連

続
八
期
市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
こ

の
間
市
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
、
昨

年
十
月
に
引
退
さ
れ
ま
し
た
。
 

斉
藤
議
長
か
ら
表
彰
状
を
伝
達
さ

れ
た
山
口
さ
ん
は
 「
こ
れ
から
は
一

市
民
と
し
て
、
市
の
発
展
に
恩
返
し

し
て
い
き
た
い
」
 
と
話
して
い
ま
し

た
。
 

ご
れ
か
ら
は

郵
便
局
か
ら
 

住
民
‘
示等
の
雌嗣
求
が
でき
ま
す

市
役
所
と
郵便
局
間
で
調
印
式
 

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
「サ
エ
ラ
」
表
敬
訪間
 

『タ
申
易
と
欧
昌
鵬
い

ワ
呂
昌
タ
鍋
』
 

調印式で、成田市長は 「本年

四月から毎週土曜日の午前に窓

口業務を実施し、市民サービス

向上を目指している市にとって

大変ありがたい」 とお礼を述べ、 

「郵便局を地域の情報拠点とな

るように努力したい」 と菅原正 

や 弘五所川原郵便局長が抱負を語

っていました。 

受賞を報告するサ工ラのニ人〔高橋さん（左）、菊池さん（中）〕 

書藤議長から表彰状を受ける山口さん 
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組を代表して市長
保育園の園児達ま 

ど
う
も

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

遮護逮-・愈扉奉仕 

た
。
 

生
涯
学
習
 

仲
問
と
の
ふ
れ
あ
い
 

北
辰
大
学
開
講

式
 

六
月
三
日
、
市
中
央
公
民
館
で
北
辰

大
学
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
男
性
六
十
七
名
、
女
性
百
八
十
五

名
の
計
二
百
五
士
一
名
が
受
講
を
申
し

込
ん
で
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
受
講
十

四
年
以
上
と
い
う
方
が
三
名
も
い
る
な

ど
、
生
涯
学
習
へ
の
関
心
度
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
 

式
の
中
で
岩
見
教
育
長
が

「受
講
生

同
士
が
連
帯
感
を
持
ち
、
今
年
も
様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い」
 

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
受
講
生
を
代
表

し
て
和
田
幸
男
さ
ん
が
 「
北
辰
大学
で

知
識
、
能
力
を
高
め
、
社
会
に
貢
献
し

ま
す
」
 
と
意欲
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
北
辰
大
学
で
は
、
福
祉
、
経
済

な
ど
十
回
の
学
習
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

市
民
の
生
命
と
 

財
産
を
守
る
 

北
五
支
部
消

防
団
観
閲
式
 

六
月
五
日
、
県
消
防
協
会
北
五
支
部

の
消
防
団
観
閲
式
が
行
わ
れ
、
日
夜
、
 

技
術
向
上
に
務
め
て
い
る
団
員
が
オ
ル

テ
ン
シ
ア
に
集
い
ま
し
た
。
 

式
で
は
殉
職
消
防
団
員
に
対
す
る
黙

構
、
 一
糸
乱
れ
ぬ
見
事
な
ま
と
い
振
り

が
行
わ
れ
た
後
、
消
防
活
動
に
貢
献
し

た
個
人
、団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
消
防
庁
長
官
表
彰
 

〇
功
労
賞
 

消
防
団
長
 
加
納
金
作
さ
ん

〇
永
年
勤
続
功
労
賞
 

消
防
副
団
長
 
長
津
正
美
さ
ん
 

消
防
分
団
長
 
蒔
田
1
二
三
さ
ん
 
 

全
日
本
都
市
対
抗
バ
レ
ー
に
 

東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
の
 

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
出
場
 

黒
鷲
旗
第
九
回
全
日
本
都
市
対
抗
九

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
、
東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器

株
式
会
社
（
河
西
一
夫
代
表
取
締
役
）
 

の
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
両
監
督
が
、
 

五
月
二
十
五
日
市
長
を
表
敬
訪
間
し
ま

し
た
。
 

同
社
は
男
子
が
八
年
連
続
の
八
回
出

場
、
女
子
が
二
年
連
続
四
回
目
の
出
場

で
、
今
大
会
男
女
と
も
出
場
は
東
芝
メ

デ
ィ
ァ
機
器
だ
け
で
す
。
 

大
会
は
六
月
四
日
か
ら
七
日
の
三
日

間
、
大
阪
府
立
体
育
会
館
で
行
な
わ
れ
、
 

男
女
と
も
一
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
果
敢
な
試
合
内
容
で
五
所
川

原
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
て
く
れ
ま
し
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
カ
ラ
オ
ケ
 
み
ち
の
く
」
の会
（葛

西
勝
美
会
長
 
白
戸
操
店
主
）
廿

寄
贈
（
タオ
ル
二
十
本
、
「9
8チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
」
招
待
券
七
十
枚
）
。
 

〇
天
理
教
青
森
教
区
西
北
支
部
（
斎

藤
康
昭
代
表
）

廿
慰
問
（
園
内
の

窓
拭
き
）
。
 

〇
日
本
医
術
協
会
青
森
県
支
部
（
野

呂
晴
男
代
表
）
廿
慰
問

（体
肢
・

体
幹
治
療
奉
仕
）
。
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〇
大
町
フ
ラ
ン
ド

ー
ル
（岩
谷
豊
店
主
）
廿
寄贈
（
菓子
パ
ン
五
十
五
個
）
。
 

〇
太
子
商
事
株
式
会
社
（工
藤
一
雄
社
長
）
廿刺
し
身
コ
ン
ニ
ャ
ク
二
十
六
パ
ック
。
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（成
田
誠
一
会
長
）
廿
寄贈
（車
椅
子
一
台
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
東
北
電
力
株
式
会
社
五
所
川
原
営
業
所
（高
坂
芳
男
所
長
）
廿寄
贈
（自
動
点
滅
 

器
四
十
個
）
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五
月
二
十
八
日
、
岩
木
山
が
く
っ

き
り
と
映
し
出
さ
れ
た
新
緑
香
る
さ

わ
や
か
な
風
の
吹
く
日
に
施
設
見
学

会

「津
軽
富
士
八
景
め
ぐ
り
」
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
市
民
三
十
名
は
オ
 

，ル
テ
ン
、
ンァ
、立
侵
武
多
製
作
所
（
旧

市
民
文
化
会
館
）
、五
所
川
原
商
工
会

館
、
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
、
狼

野
長
根
公
園
、
野
里
最
終
処
分
場
、
 

堺
野
沢
た
め
池
、
グ
リ
ー
バ
イ
オ
村

の
計
八
カ
所
を
係
員
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。
 

六
月
一
日
に
は
、
水
道
施
設
見
学

会
も
行
わ
れ
市
内
の
各
水
道
施
設
（
中

央
管
理
セ
ン
タ
ー
、
水
管
橋
、
七
和

配
水
場
、
玉
清
水
調
整
池
、
飯
詰
ダ

ム
、
飯
詰
浄
水
場
、
工
業
用
水
道
セ

ン
タ
ー
、
漆
川
工
業
団
地
、
水
道
事

業
所
）
を
見
学
し
た
参
加
者
は
水
を

つ
く
る
課
程
を
見
て
そ
の
た
い
せ
つ

さ
を
あ
ら
た
め
て
知
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
市
の
施
設
や
観
光
地
を
市

民
に
見
て
も
ら
い
P
R
し
て
い
き
ま

す
。
 

「
わ
が
ま
ち
の
小
さ
な
旅
」
 

に
参
加
し
て
 

木
村
 
良

司
さ
ん
（六
ニ
歳
）
 

若
葉
ニ
丁
目
二
 
一
五
 

私
は
、
 一
昨
年
よ
り
ふ
る
さ
と
を

見
つ
め
直
し
た
い
と
思
い
、
 「
わ
が

ま
ち
の
小
さ
な
旅
」
 
に参
加
し
て
い

ま
す
。
 

ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
文
化
、
各
施

設
、
観
光
地
を
見
学
し
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
た
く
さ
ん
触
れ
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
し
かず
」
 

で
す
。
 

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
施
設
巡
り

に
参
加
し
た
の
で
す
が
特
に
 「
楚珠

山
古
い
の
旅
」
、今
回
の
「
津
軽
富
士

八
景
め
ぐ
り
」
 
が印
象
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
前
田
野
目
地
区
の
陰
陽

石
、
犬
走
須
恵
器
窯
跡
群
な
ど
名
所
 

轍
」
 

旧
跡
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
立

倭
武
多
の
製
作
現
場
や
野
里
処
分
場

で
の
ご
み
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
、
 

あ
ら
た
め
て
ご
み
の
減
量
リ
サ
イ
ク

ル
に
協
力
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
ま
だ
、
見
学
し
て
い
な
い
施
設

な
ど
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
も
大
変
に
参
考
に
な

る
企
画
で
す
の
で
奮
っ
て
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
 

水
道
施
設

見
学
会

に

参
加
し

て
 

楠
美
 

敏
昭
さ
ん
（
六
六
歳）
 

幾
世
森
一
一
六
の
三
 

六
月
一
日
 
「
わ
がま
ち
の
小
さ
な

旅
」
水
道
施
設
見
学
会
に
参
加
し
て

特
に
次
の
二
点
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
 

一
つ
は
市
民
へ
の
供
給
水
が
岩
木

川
、
飯
詰
ダ
ム
、
浅
瀬
石
川
ダ
ム
の

三
ケ
所
か
ら
な
の
で
突
発
的
な
事
故

で
も
な
い
限
り
水
に
は
困
ら
な
い
こ

と
を
知
り
安
心
し
ま
し
た
。
 

も
う
ー
つ
は
七
和
配
水
場
、
玉
清
 

4
 

水
調
整
池
、
飯
詰
浄
水
場
、
工
業
用

水
道
セ
ン
タ
ー
が
無
人
な
の
に
ダ
ム

や
川
、
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
ら
れ
た

水
は
泥
を
除
き
、
薬
品
処
理
さ
れ
市

民
の
飲
み
水
に
な
る
過
程
が
自
動
的

に
操
作
さ
れ
、
中
央
管
理
セ
ン
タ

ー
 

で
監
視
さ
れ
て
い
る
と
は
科
学
の
力

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
と

同
時
に
、
職
員
が
「
安
全」
、「安
心
」
、
 

「安
定
」
 
の
三安
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

二
十
四
時
間
体
制
で
管
理
し
て
い
る

苦
労
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
 

こ
の
と
こ
ろ
回
転
が
悪
く
な
っ
た

頭
の
サ
ビ
が
と
れ
た
一
日
で
し
た
。
 

私
た
ち
の
た
め
に
施
設
見
学
を
実

施
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

麟 
縄」伽 

r伽 

瀞 
撫 

《
 



嗣
昆

サ
 ロ 

ン
 

五
所
川
原
お
や
こ劇
場
例
会
 

「
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
」
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場

容
（3
4)
2
1
7
0
 

第
1
7回
五
所

川
原
市
民
 

バ
ト
II
Iント
ン
大
会
開
催
 

た
け
み
文
具
店
 
云
（3
5)1
7
5
3
 

6月 水無月 

電気機器は湿気がキライ
助東北電気保安協会 

北
限
の
登
り
窯
を
ふ
た
た
び
 

須
恵
器
を
作
る
集
い
 

（
株）
津
軽
金山
焼
 
か
（2
9)
3
3
5
0
 

平
成
1
0年
度
 

町
内
対
抗
野
球
大
会
 

今月の立侵武多 其ノ五 
東京ドーム出陣まであと173日 

第
8
回
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

と
山
野
草
展
示
会
 

容
（3
5)
6
9
8
0

・
蒔
苗
 

マ／ L り受~ 
「なかなかいい音が出ないね」 

問い合わせ 商工観光課 

内線 392 丹代・白戸~ 姦表纂論罰巌篇愚嚇子講習会 

毎日 9:QQ-2Q:30 
場所 旧市民文化会館 

（立倭武多製作場所） 

ft34-2824 

●

6
月
2
1日
回
 
1
0時

、
1
5時
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
 

協
同
組
合
研
修
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
須
恵
器
の
作
陶
、
ビ
デ
オ
上
 

映
、
須
恵
器
の
魅
力
を
語
る
講
演
等
 

◇
募
集
人
員
 
1
0
0
名
（
先
着
順
）
 

◇
締
め
切
り
 
6
月
2
0日
田
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
、
申
し
 

込
み
は
電
話
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
参
加
費
 
1
,0
0
0
円
 

（
粘土
代
、
焼
成
代
）
前
田
野
目
地
 

区
か
ら
採
取
し
た
粘
土
を
使
用
 

◇
お
願
い
 

・

作
陶
が
で
き
る
服
装
で
、
昼
食
持
参
 

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

（付
近
に
店
や
食
堂
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

立侵武多の運行日程が 

8月5日から7日に決まりましたノ 

立倭武多が従来のねぷた運行に合わせて 8 月 5 日から 7 日にかけ
て運行されることになりました。立侯武多はJR 五所川原駅前から大町
旧ロータリーまでの片道約200航を往復し、その巨体で市民や観光客
の目を楽しませてくれるはずです。 

製作進捗率 50% 
(6 月 7 日現在） 

◇
参
加
資
格
 

一
般
（
市
内
に在
勤
又
は
在
住
の
人
）
 

中
高
生

（
た
だ
し
、高
校
生
は
1
、
 

2
年
生
ま
で
）
 

◇
種
目
 

男
子
 
ダ
ブ
ル
ス
 
リ
ー
グ
戦
 

女
子
 
ダ
ブ
ル
ス
 
リ
ー
グ
戦
 

◇
参
加
料
 
5
0
0
円
（当
日
徴
収
）
 

◇
締
め
切
り
 
6
月
2
3日
因
 

◇
申
し
込
み
 
電
話
に
て
 

◇
そ
の
他
 

・

当
日
は
試
合
開
始
前
に
講
習
会
を
行

い
ま
す
。
 

・

な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
に
つ
い
て
は

当
協
会
に
一
任
願
い
ま
す
。
 

●

6
月
2
7日
田
 
9
時

ー
1
7時
 

6
月
2
8日
回
 
9
時

、
1
6時
 

北
地
方
教
育
会
館
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

五
所
川
原
市
立
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

道
化
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
男
、
ゲ
イ

ル
・
ラ
ジ
ョ

ー
イ
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る

無
言
劇
で
す
。
 

●

6
月
2
6日
岡
 

1
9時
開
演
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
小
ホ
ー
ル
 

※
託
児
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

●

6
月
2
8日
同

開
会
式
 
9
時
 

市
民
体
育
館
 

◇
主
催
 

五
所
川
原
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
 

さ
さ
や
か
で
す
が
五
所
川
原
市
立
図

書
館
で
は
今
、
手
に
入
る
限
り
の
 
「太

宰
治
」
 
の
本
を取
り
そ
ろ
え
て
おり
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
県
立
図
書
館
で
も
弘

前
市
立
図
書
館
で
も
太
宰
の
本
は
た
く

さ
ん
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
 

こ
ん
な
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
 

当
館
の
特
徴
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
貸
し

出
し
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
 

学
生
の
皆
さ
ん
、
 「太
宰
治
？
だ
れ

そ
れ
？
」
 と
言
わ
ず
に
一
度
読
ん
で
見

ま
せ
ん
か
。五
所
川
原
は
太
宰
が
映
画

を
見
た
り
、
岩
木
川
を
見
た
り
し
て
歩

い
た
ゆ
か
り
の
街
で
す
。
 

◇
太
宰
治
の
本
 

「人
間
失
格
」
 
「富
岳
百
景
」
 
「走
れ

メ
ロ
ス
」
 
「津
軽
」
 
「斜
陽
」
 
「
グ

ッ
ド
・
バ
イ
」
な
ど
 

山
本
ス
ポ
ー
ツ
店
 
費
（3
5)1
0
3
8
 

●

7
月
1
2日
同

・
8
月
2
日
同
 

五
所
川
原
市
営
球
場
 
他
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
野
球
協
会
 

◇
参
加
料
 
5
,0
0
0
円
 

◇
締
め
切
り
 
6
月
3
0日
因
 

※
大
会
要
項
は
山
本
ス
ポ
ー
ッ
店
に
あ
 

り
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
受
付
は
 

し
ま
せ
ん
の
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
 

だ
さ
い
。
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I舞鷲I 
7月3日岡 
10:00- 
1O:0O-15:OO 

さくら保育園鼓笛隊演奏 
写生会受付（写生時間の拘東なし） 

7月4日田 
10 : 00- 出店（おでん、そば 他） 

骨董市 
10 :00-15:00 野点 

写生会受付（写生時間の拘束なし） 
14 : 00- 原かおり歌謡ショー（無料） 

7月5日同 
10 :00- フリ一マーケッ ト 

出店（おでん、そば 他） 
骨董品 

10 :00-1 5:00 野点 
10 :00-17:00 写生会受付（写生は午後5時終了） 

水
郷
の
里
「
菊
ケ
丘
」
 ・
・
‘
こ
こ
に
明
治
神
宮
株
分
け
の
6
9品
種
、
 

5
万
本
の
花
菖
蒲
が
今
絢
欄
と
咲
き
誇
る
。
 

岩
木
山
を
仰
ぎ
、
津
軽
平
野
1
0万
町
歩
を
潤
す
岩
木
川
に
抱
か
れ
 

第
8
回
こ
し
ょ

が
わ
ら
 

花
菖
蒲

せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

7
月
3
日
岡

、
5
日
月

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

こ
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲

せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
実
行

委
員
会

（
富
士
見
住
民
 

協
議
会
）
 

一

‘
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働
く
婦
人
の
家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

公
 
（3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(3
5)
8
9
5
3
 

ル騰膿選手」 

〈
五
所川
原
昭
和
女
性
史
を
語
る
〉
 

昭
和
を
た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
優
し

く
生
き
て
き
た
女
性
達
が
2
1世
紀
に
生

き
る
女
性
達
へ
語
り
か
け
ま
す
。
 

●

7
月
4
日
田

・
7
月
1
1日
田
・
7
月
 

1
8日
国
・
7
月
2
5日
田
 

4
日
間
と
も
1
3時
3
0分

ー
1
5時
3
0分
 

五
所
川
原
教
育
相
談
室
 

相
談
日
増
設
の
お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
 
指
導
課
 

公
（3
3)
2
2

0
6
 

1
8歳
未
満
の
子
ど
も
さ
ん
の
登
校
拒

否
、
非
行
、
い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
対

し
て
家
族
や
学
校
か
ら
の
相
談
に
、
相

談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
で
t
 

●

来
窒
相
談
日
 

毎
週
水
・
金
曜
日
 
1
3時
4
0分
よ
り
 

（従
来
は
金
曜
日
の
み
で
し
た
）
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
来
室
相
談
内
容
 

・

面
接
 

・

適
応
活
動
（
学
習
等
の
補
充
、
体
 
 

験
活
動
）
 

●

電
話
相
談
日
 

毎
週
月
・
火
・
金
曜
日
 
1
4時
よ
り
 

プ
ラ
ザ
M
3
周
年
記
念
感
謝
祭
協
賛
 

五
所
川
原
家
族
 

フ
リ
ー
マ
ー
 
ッ
ト参
加
者
募
集
 

環
境
対
策
課
 
内
線

2
3
1
 

●
6
月
2
7日
田

、
2
9日
回
 

1
0時

、
1
8時
3
0分
 

プ
ラ
ザ
M

（旧
丸
友
 
大
町
）
 

※
出
店
日
数
は
出
店
者
の
都
合
に
お
任
 

せ
い
た
し
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 
2
,0
0
0円
（3
日
間
分
）
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
2
3日
因
 

※
電
話
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
住
所
 

・

氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
参
加
料
は
出
店
当
日
で
も

結
構
で
す
。
 

〈
お
もて
な
し
料
理
教
室
〉
 

●

7
月
1
5日
困
 
1
0時
、
1
2時
3
0分
 

◇
講
師
 
竹
林
恵
子
先
生
 

◇
受
講
料
 
無
料
、
た
だ
し
実
費
負
担
 

5
松
野
明
美
選
手
と
語
ろ
う

5
 

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
 

（
財）
五所
川
原
市
体
育協
会
事
務
局

ス
ポ

ー
ツ
健
康
課
 
内
線

5
6
0
 

F
A
×
（3
4)
31
9
2
 

●

6
月
2
7日
国
 
1
9時
 

藤
吉
郎
（
市
内
大
町
）
 

◇
会
費
 
5
,0
0
0
円
 

※
申
し
込
み
と
同
時
に
会
費
を
納
付
し
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
1
9日
団
 

先
着
1
0
0
名
 

◇
主
催
 
（
財）
五所
川
原
市
体
育
協
会
 

,
 



車
両
系
建

机
奴機
械

及
び

不
整
地
運
搬

車
運
転
 

技
能
講

習
開
催
 

出
稼
 
働
者
の
地
元
定
着
を
図
る
 

マ
リ
ン
・
フ
ェ
ス
タ
 

イ
ン
加
を
開
催
し
ま
す
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
広
報
室
 

。
0
1
7
7(7
6)1
5
94
・1
5
9
5
 

⑥プール利用料金 

区 	分 ― 般 高校生 幼小中 

什
  

個 	人（1回） 210円 100円 50円 

一
（
 
同
  

1,050円 520円 260円 回 	数 券（ 6 回） 

団 体（30名以上） 

1名 	1回 
100円 50円 25円 

コインロッカー（ 1回） 10円 

問い合わせ 市民課 内線 20 1-2 06 

ーーーー1

1 ご利用くださいノ 
毎週土曜日（午前中） ー 

市民課の窓口業務（一部） 

を受付しています 

受付時間 9時～ 12時 

業務内容 

①住民票世帯全員（謄本）の交付 

②住民票世帯 1人（抄本）の交付 

③印鑑登録証明書の交付 

（印鑑登録証のカードを持参した場合のみ） 

④住民票記載事項証明 

（年金受給者の現況届等） 

⑤出稼労働者手帳の証明 

※印鑑登録、住民異動及び戸籍等は取り扱い 

しませんので、平日においでください。 

五所川原市役所 ft35-2111 7 平成10年 6 月15日 

,
 

市
民
プ

ー
ル
開
き
の
 

お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポー
ツ
健
康
課

内
線

5
6
0
・
5
6
1
 ●

7
月
1
日
困
s
8
月
3
1日
回
 

午
前
の
部
 
9
時

、
1
2時
 

午
後
の
部
 
1
3時

、
1
7時
3
0分
 

（
時間
は
都
合
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）
 

※
8
月
1
3日
困
と
天
候
等
に
よ
り
遊
泳

で
き
な
い
と
き
は
、休
館
と
し
ま
す
。
 

※
利
用
者
は
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
 

‘
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
注
意
事
項
 

①
小
学
校
3
年
生
以
下
の
児
童
と
幼
児

に
つ
い
て
は
、
大
人
の
付
き
添
い
が

必
要
で
す
。
1
名
に
対
し
付
き
添
い
 
 

は
2
名
ま
で
と
し
ま
す
。
 

②
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
必
ず
準
備
運
動

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
プ
ー
ル
の
中
で
の
悪
ふ
ざ
け
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
い
た
ず

ら
が
大
き
な
事
故
に
な
り
ま
す
。
 

④
監
視
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は

退
場
し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

環
と
し
て
、
出
稼
労
働
者
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

小
型
車
両

（3
ト
ン
未
満
）
 

8
月
1
1日
因

、
8
月
1
2日
困
 

●

車
両

（3
ト
ン
以
上
）
 

8
月
1
9日
困

、
8
月
2
1日
圏
 

●

不
整
地
運
搬
車
 

8
月
2
4日
の

、
8
月
2
5日
因
 

【
学
科】
 

青
森
県
建
設
会
館
 

青
森
市
安
方
2
丁
目
9
11
3
 

【
実
技
】
 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
実
技
教
 

習
所
 

十
和
田
市
大
字
伝
法
寺
字
大
窪
2
話
 

◇
対
象
者
 
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
を
所
 

持
し
出
稼
ぎ
労
働
を
常
態
と
す
る
者
 

※
受
講
者
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

交
通
遺
児
育
成
資
金
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ンタ

ー
青
森
支
所
 

廿
0
1
7
7
(3
9)
0
55
1
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、
 

交
通
遺
児
を
す
こ
や
か
に
育
成
す
る
た

め
に
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。
 

⑥
利
用
で
き
る
方
 

自
動
車
事
故
で
保
護
者
を
亡
く
さ
れ

た
子
供
、
又
は
重
度
後
遺
障
害
者
 
百

賠
責
保
険
の
1
、
3
級
）
に
認
定
さ
れ

た
方
の
子
供
を
現
在
扶
養
し
て
い
る
保

護
者
 

回
対
象
者
 

0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
供

※
自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
又
は
脊
髄

に
損
傷
を
受
け
、
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
し
て

は
、介
護
料
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

第
3
回
 青
空
児
童
館

を
開
催
し
ま
す
 

つ
つ
じ
が
丘

児
童
館

公
（
2
9)
3
0
7
4
 

●

7
月
5
日
回
 
9
時
3
0分
  
1
4時

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
内
容
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
、
タ
 

ー
ゲ
ッ
ト

・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
大
な
わ

と
び
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
。
 

◇
対
象
 
南
小
学
校
区
の
小
学
生
 

（他
学
区
の
子
供
で
も
可
）
 

◇
持
ち
物
 
お
こ
づ
か
い
 
1
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
2
4日
困
 

◇
申
込
先
 

つ
つ
じ
が
丘
児
童
館
、
ま
た
は
市
社
 

会
福
祉
協
議
ム三
平

3
4
9
4）ま
で
 

●

7
月
1
8日
田
5
7
月
2
0日
同
 

青
森
港
、
函
館
港
、
大
湊
港
及
び
青
 

森
湾
 
 

◇
イ
ベ
ン
ト
内
容
 

艦
艇
公
開
、
音
楽
隊
に
よ
る
野
外
コ
 

ン
サ
ー
ト
等
 

◇
体
験
航
海
及
び
乗
船
券
に
つ
い
て
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
2
名
ま
で
）
に
乗
艦
 

希
望
日
（
1
9日
か
2
0日
）
、住
所
、
氏
 

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
 

入
の
上
、
 

〒
0
3
0
甘
0
8
6
1
 

青
森
市
長
島
4
丁
目
2
3ー
2
0
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
広
報
室
 

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
申
込
締
切
 

6
月
3
0日
因

当
日
消
印
有
効
 



全
国
各
地
で
つ
つ
が
虫
病
の
発
生

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
は
い
る
こ
と

が
多
く
な
る
こ
の
時
期
、
つ
つ
が
虫

病
の
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
感
染
経
路
 

ダ
ニ
の
一
種
で
幼
虫
時
に
野
ネ
ズ
 

I
I
、
な
どに
吸
着
し
、
人
を
刺
し
感
染

し
ま
す
。
 

⑥
症
状
 

悪
寒
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
結
膜
充

血
な
ど
を
伴
う
3
8、
4
0度
位
の
発
熱

が
あ
り
、
風
邪
に
似
た
症
状
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
手
足
や
顔
面
に
発
疹

が
現
れ
ま
す
。
発
症
ま
で
の
潜
伏
期

は
7
1
1
2日
間
で
す
。
 

⑥
予
防
方
法
 

①
素
肌
の
露
出
を
避
け
る
 

②
山
で
腰
を
下
ろ
し
た
り
、
寝
こ
ろ

ん
だ
り
し
な
い
 

③
皮
膚
の
露
出
部
に
ダ
ニ
忘
避
剤
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
塗
っ
て
お
く

④
帰
宅
し
た
ら
す
ぐ
入
浴
し
着
替
え
る

⑤
1
、
2
週
間
後
、
風
邪
の
よ
う
な

発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ
節
腫
脹
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
ら
速
や
か
に
医

師
の
診
察
を
受
け
る
。
 

健
康

相
 
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

ー

各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談
ー
 

●

6
月
2
5日
困
 
1
0時

、
1
2時

湊
団
地
集
会
所
 

●

6
月
2
6日
岡
 
1
0時

、
1
1時
3
0分

田
川
集
会
所
 

●

7
月
6
日
回
 
1
0時
鯉

万
、
1
2時
 
 

姥
蒐
集
会
所
 

●

7
月
6
日
同
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

●

7
月
6
日
の
  
1
3時

、
1
4時
3
0分

松
野
木
会
館
 

●

7
月
8
日
困
 

1
2時
3
0分

、
1
3時
3
0分
 

北
新
集
会
所
 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

J
 

ー
 

成
人
の
相
談
日
L
 

●

7
月
8
日
困
 

1
0時

、
1
2時

・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

無
料
巡
回
診
療
 

の
お
知
ら
せ
 

お
医
者
さ
ん
が
地
区
に
出
向
き
診
察

し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を

あ
な
た
の
健
康
状
態
の
確
認
、
健
康
づ

く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。
 

●

6
月
2
9日
同
 
1
3時

、
1
4時
 

前
田
野
目
公
民
館
 

◇
担
当
医
師
 

中
村
内
科
医
院
 
中
村
謙
弥先
生
 

◇
診
療
内
容
 

医
師
に
よ
る
診
察
、
尿
検
査
、
保
健
 

指
導
等
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

※
当
日
会
場
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

、
1
2
 

時
釦
分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
 

す
こ
や
か
発
達
相
談
 

●

7
月
1
日
困

・
1
5日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

ー
1
5時
 

※
7
月
1
5日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
育
児
、
遊
び
、
 

栄
養

（
離
乳食
等
）
相
談
。
 

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
に
て
受
付
 

し
て
い
ま
す
。
 

健
康
的
に
ス
リ
ム
に
な
れ
る
 

や
せ
た
い
教
室
参
加
者
募
集
 

市
内
に
在
住
す
る
4
0歳
、
5
0歳
代
の

女
性
で
体
重
を
気
に
さ
れ
て
い
る
方
、
や

せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
（
た
だ
し
3
 

回
と
も
参
加
で
き
る
方
）
が対
象
で
す
。
 

一
回
目
 
7
月
1
日
困
 
1
0時

、
1
2時

◇
内
容
 
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
 

◇
講
師
 
は
つ
ら
つ
女
性
課
保
健
婦
 

一一
回目
 
7
月
8
日
困
 
1
1時

、
1
3時

◇
内
容
 

、
「食
事
で
や
せ
た
い
あ
な
た
へ
」、

 

テ
ー
マ
 
「低
カ
ロ
リ
ー
で
必
要
な
栄

養
素
の
と
れ
る
食
品
に
つ
い
て
」
 

・

ヘ
ル
、
ンー
ー7
ノ
チ
バ
イ
キ
ン
グ

◇
講
師
 
は
つ
ら
つ
女
性
課
栄
養
士
 

「
一
回目
 
7
月
1
5日
困
 
1
0時

、
1
2時

◇
内
容
 
「
初心
者
向
け
 
普
段
着
で

出
来
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」
 

◇
講
師
 
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
 

◆
場
所
 
市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ

ン
タ

ー
 

◆
料
金
 
無
料
 

◆
締
切
 
6
月
2
6日
団
 
先
着
3
0名

◆
そ
の
他
 
血
圧
な
ど
病
気
療
養
中
の

方
は
、
主
治
医
に
確
認
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

7
月
2
日
困
  
1
0時

ー
1
6時

株
式
会
社
 
東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
前
 

対 象 児 其月 	日 

4 カ月児 

健 	診 

平成10年 

2 月生まれ 

7月 

7日（火） 

1
6
健
 
カ
 
月
 
歳
児
診
 

平成 9 年 

1 月生まれ 

7月 

21日（火） 

3 歳 児 

健 	診 

平成 7 年 

3 月生まれ 

7月 

23日（木） 

平成10年 6 月15日 8 五所川原市役所 ft35-2111 
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r
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『食
中

毒
の
 

予
防

ポ
イ
ン
ト
』
 

平成10年度 rn民総合健診のお知らせ 

 

各地区での健診を次の日程で実施します。申し込みのあった方が対象となり、健診 

2週間位前までに受診のお知らせが届きます。なお、通知指定日の変更もできます。 

月ノ日 曜日 対 象 地 区 実施場所 月ノ日 曜日 対 象 地 区 実施場所 

6 / 30 火
  

飯詰（飯詰，下岩崎），長橋（浅井，福

山豊成，野里，神山，松野木，戸沢） 
市保健センタ一 9ノ（④§） 水

  

旧町内（若葉1~3丁目，長橋橋元） 

松島（太刀打，吹畑） 

市保健センター 

7/I 水
  

三好（藻川） 

藻川消防センター 
⑩
  

木
  

旧町内（寺町，柏原町，錦町，幾島町， 

末広町，新宮町，蘇鉄，芭蕉） 

② 木
  

三好（藻川） 

⑩ 金
  

旧町内（雛田，上．中．下平井町，幾

世森）．松島（石岡） ③ 金
  

三好（鶴ケ岡，高瀬） コセ
 
ミ

ン
 
ュ

タ
 
ニ

一
 
テ

三
 
イ
好
 

 

10/13 火
  

松島（吹畑，石岡，太刀打） 

毘沙門（毘沙門，長富），梅沢（梅田， 

中泉） 

8 水 栄（湊，姥落，稲実，広田，七ッ館） 

市保健センター ⑨ 木
  

栄（湊，姥落，稲実） 

⑩ 金
  

栄（広田，七ッ館） 

⑩
  

水
  

旧町内（新町，柳町，岩木町，川端町， 

本町，布屋町，弥生町，東町，大町， 

旭町，敷島町） ⑩ 木
  

松島（金山，唐笠柳，水野尾） 
コ ミュニテイ
センター松島 

⑩ 金
  

松島（米田，漆川，一野坪，石岡一部） ⑩ 木
  

旧町内（鎌谷町，鳥森，下り枝，八重

菊，一ッ谷） 

8/18 火
  

七和（俵元，原子，羽野木沢，持子沢， 

高野，前田野目） 

コセ
 
ミ

ン
 
ュ

タ
 
ニ

一
 
テ
七
 
イ
和
 

⑩
  

金
  

旧町内（栄町，田町，蓮沼，不魚住， 

元町） 

⑩ 水 七和（前田野目，高野，俵元） 
19 日

り
 

小曲I中川（新宮，田川，種井，長橋， 

川山，沖飯詰，桜田） 
⑩ 木

  
七和（原子，持子沢，羽野木沢） 

20 火
  

みどり町（1-8丁目）．松島町（1~8 
丁目） ⑩

  
金
  

長橋（浅井，福山，豊成，野里，神山， 

松野木，戸沢） 

市保健センター 

21 水
  

旧町内（下平井町，幾世森，寺町，柏

原町，錦町，幾島町，末広町，新宮町， 

蘇鉄，芭蕉，若葉1-3丁目，長橋橋

元） 

9ノ（D 日
。
  

飯詰（飯詰，下岩崎） 

⑧
  

火 
毘沙門（毘沙門，長富），梅沢（梅田， 

中泉） 

22 木
  

旧町内（鳥森，岩木町，川端町，本町， 

布屋町，弥生町，東町，大町，旭町， 

敷島町，雛田，上，中平井町） ⑨
  

水 
中川（新宮，田川，種井，長橋 Ill山， 

沖飯詰，桜田） 

⑩ 木
  

みどり町（1 -8丁目） 

23 金 

旧町内（栄町，田町,蓮沼，不魚住， 

元町，鎌谷町，下り枝，八重菊，一ッ

谷新町，柳町） ⑩ 金
  

小曲，松島町（1---8丁目） 

一
 

 
 
一
 
一

一
 

一）
静
っ

携
』
入
れす
流
一
 

ち
一
②
食

品
は
十
分
に
加
熱
す
る
 

詳
舞
難
灘
嶺
ず
 

知
一
 
す
ぐ

食
べ
な
い
場
合
は
、
短
時
間
で
も
必
ず
冷
蔵
一

鐘
《
 

軍
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
一
 

碑
一
縄
「薙
響
鶴

丁
やま
な
板
で
生
で
一
 

に
 
「
 
食
べる
野
菜
や
果
物
は
切
ら
な
い
こ
と
。
必
ず
洗
？
 

「
一綴
山
『鷲
）
蒜契
鷺
一
 

卿
 

る
の
が
理
想
で
す
o
 

，一
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プーマ 

こんなおやつは 
ヘルシーです．ノ 

五所川原市食生活改善推進員会  

2
 

「小
笠
原
俊
英
さ
ん
（左
）
、奥
さ
ん
の
照
子
さ
ん
（
中
）
 

と
福
士
泰
永
さ
ん
（右
）」
 

ト

マ
ト
、
米
、
リ
ン
ゴ
 

ほ
う
れ
ん

草
と
複
合

経
営
 

小
笠

原
 
俊
英

さ
ん

（
市内
高
野
）
 

’ 五所川原のトマトはその味と形状で、中央

市場の高い評価を得ています。 

今回はこしょがわら市農業協同組合トマト

専門部会の会長を務め、品質向上に尽力して

いる小笠原俊英さんを紹介します。 

	数ある野菜の中でトマトを選んだのは 

トマトの収穫時期がリンゴや米の農繁期の

時期にぶつからないことですね。だいたい 6 

月中旬から 9 月上旬で収穫できます。 

それに価格が安定しているのも魅力ですね0 

トマトの後はほうれん草を栽培して、通年で

野菜づくりをしていますが、収入面では 3 分

の1を占めていますよ。 

	トマトづ＜りで苦労することは 

同じように作っても、同じものが出来ない

こどですね。 トマトは天候に大きく左右され 

~ ますから。 トマト専門部会では約50名の部員

が年間3-4回の勉強会を開いています。部

会は若い人達が多く、市場の要求に応えられ

るよう、品質向上に日夜努力していますよ。 

	福士さんから見て、小笠原さんは 

農業改良普及センターの新採用普及員とし

て1 カ月間小笠原さんの所に研修に来ていま

すが、自分で勉強し、実践していく考え方、 

生き方には教えられます。 

	小笠原さんにとつて農業の魅力とは 

頑張った分がきちんと返ってる。けれどた

だ頑張るだけではだめです。 農業をやる若い

人達には経営者の感覚を持って欲しいですね。 

自分の経営規模をみて何ができるのか、それ 

を考えてチャレンジしてください。 

このコーナーでは、市内で農業に従事され

ている方々にスポットを当てて、厳しい状況

下にあると言われる今の農業を応援します。 

r 牛乳くずもち 

材 料（5-6人分） 

くず粉 	1
カップ 収率が高いことから、 

牛乳はカルシウムの吸

もっとも効率的な力ル 

水 	1カップ シウムの供給源と言わ 

れています。 牛乳 	2カップ 
おやつも、牛乳をた 

砂糖 1/2
カップ っぷり使った自家製に 

※黒みつ きな粉 
	

すると、カルシウム補

を添える 給の有効な一品になり 

ます。 
	ノ 

作り方 

① くず粉と砂糖を水で溶き、塊がなくなっ

たところで牛乳を加え、火にかける。 

② 弱火で混ぜ、透き通ってのり状になった 

ら焦げつかないようにさらによく混ぜる。 

③ ②を型に入れて冷ます。（注】冷蔵庫に入 

れると固くなるので常温で固める） 

※黒みつの作り方 

黒砂糖1/2カップに水1/4カップを加えて煮る。 

（黒砂糖の半量分、白砂糖を使うとさっぱり 

とした密ができます） 
	ろ 

救急医療当番医 

用日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

6
 

ノ
 
2
  

日
  

安斎レデイス・クリニック 五所川原市一ッ谷148 33-1103 

6
 

ノ
 

9
]
 
(

x
U
 
 

口
］
 
 

増田病院 五所川原市字新町41 35-2726 

※ 7主 1．対応時間（電話で確認してから）9:00~ 

17:00。 

2．その他、消防署（救急病院案内 廿34-4999) 

で紹介します。 

はつらつ女性課 内線232 

'I 

五所川原市役所 公35-2111 
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